
㉗沖縄・奄美連携交流促進事業～ 復帰50周年記念の取組 ～

事業の内容等
１．概要

世界遺産登録や復帰50周年を新たな契機とし、沖縄県知事、鹿児島県知事による「沖縄県・鹿児島県交流拡大宣言（平成２１年
１１月）」を踏まえ、両県においてあらゆる分野・世代におけるより一層の交流を推進するため、両地域の自然や観光等に係るPR
等を鹿児島県と連携して実施する。

２．取組案
本事業の利用起点となる両県の空港、港にて、両地域の自然や観光に係るパネル展示やセレモニーなどを実施し、両地域の復帰

後の歩みや交流の歴史等を振り返るとともに、奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島の世界遺産登録を契機に、今後の更なる
交流促進に向けた連携強化等について、両地域の県民や観光客等に発信する。
また、取組推進にあたっては、文化・観光スポーツ部の「奄美・沖縄」観光・交流連携体制構築事業(誘客)、環境部のエコライ

フフェア（世界自然遺産等）、子ども生活福祉部の対馬丸平和学習交流事業(平和交流)等とも連携して取り組む。

実施主体：沖縄県及び鹿児島県

実施時期：※令和４年度

＜50周年記念事業のテーマ＞
３ 事業を通して、祖先への敬い、自然への畏敬の念、他者の痛みに寄り添う肝心など、沖縄文化の魅力を共有し、恒
久平和を願い、喜びを分かち合うユイマールの思いを大切にする、沖縄らしいやさしい社会の実現に向けた機運を高め
る。
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